
 
   
   

                 ２０１９年度 

         栗橋國際カントリー倶楽部研修会 総会 

     及び２０２０年度 倶楽部対抗競技 選手選考会 議事録 

 
１. 開催日  ２０１９年１２月１日〈日〉ｐｍ２：３０～ｐｍ４：００ 
２．場所   栗橋國際カントリー倶楽部 ３F レストラン 
３．出席者  会長 石井 宏 
       役員 塚田 進  宮本 武士  木戸 外司  山口 智紹   
       顧問 小川 博人 
       会員 宮木 義昌  富岡 政男  酒井 博昭  清友 邦彦  吉高神 佐俊 
          北方 慎治  坂根 英一  上堂薗 四男  森山 保豊  
       以上１５名出席   事務局  長谷川 

  ４．事務局より開会を宣し、石井会長挨拶の後、議案審議に入った。 
 
  ５．第１号議案 ２０１９年度研修会収支決算報告について 
          ２０１９年度の収入を３５３,０００円、支出は７１４，９８７円、前年度からの 

繰越金が６４５,４０２円であり、次年度への繰越金を２８３，４１５円とした。 

なお、今年度 12月 4日開催の罰金収入は含まず。 

 

６．第２号議案 ２０２０年度研修会役員について 
          役員は研修会員からの選任としているが、当倶楽部の社員からも、研修会会長の承認 

により役員として認めるものとした。 

会長   石井 宏 
          副会長  木戸 外司 
          幹事   忍田 徹夫  宮木 義昌  森山 保豊 
          会計   長谷川 貴之 
          会計監査 山口 智紹  坂根 英一 
          相談役  塚田 進  宮本 武士 
          顧問   小川 博人        （敬称略） 
          とした。 
 
  ７．第３号議案 ２０２０年度活動方針について 
          前年度の活動方針を踏襲するとし、特に倶楽部対抗競技での決勝進出を達成する 

努力をするとした。 

 

８．第４号議案 研修会の規定と細則について 
運営方法で意見交換を行い、次の点を変更することにした。 

 

 



 

 
 

① 選手の選出人数は従来の１２名から１０名に変更。選出方法は従来通り、先に A クラス 
を５名選び、その後に上位から５名を B クラスとして選出する。 

② １０名から辞退者が出れば、繰り上げる。 
③ 同月内の月例会と水曜杯に出れば出場ポイントを従来は２点としていたが、 

今後は最初に出場した競技の出場ポイントのみとし、２回出ても１ポイントのみとする。 
④ 今年度の繰越金額が少ないため、研修会からの練習ラウンドの補助金を１回のみ 

５，０００円とし、選手選考会の補助も１回のみ５，０００円とする。 
⑤ 研修会に継続して入会する者で、３月までに登録料１０,０００円且つ倶楽部の 

年会費を入金していない者は新しい年度の研修会へは登録出来ないものとする。 
⑥ 出欠の確認をするのに葉書での確認は止め、３日前までに連絡が無い場合には事務局が 

連絡を取り、確認するものとした。 
 

以上の内容をより、規定及び細則を改定することした。 

 
  ９．第５号議案 ２０２０年度倶楽部対抗競技について 

倶楽部対抗競技要綱及び規定等が未定の状況ではあるが、現時点で予選は５月２０日 

（水）茨城ロイヤルカントリー倶楽、決勝大会は６月１８日（木）鹿沼カントリー倶楽部 

の可能性が高いこと報告があった。 

 
１０．第６号議案 倶楽部対抗競技 選手選出について 

        （１）選手の選出について 
          規定により以下の１０名を選出した。 
          A クラス       B クラス 
          森山 保豊      吉高神 佐俊 
          忍田 徹夫      上本 正之 
          富岡 政男      宮木 義昌 
          田中 一男      北方 慎治 
          酒井 博昭      赤名 房徳 
        （２）練習ラウンドの日程について 
          選手１０名の予定を確認し、幹事役員が決定することとした。 
   
     以上をもって石井宏会長挨拶の後、研修会総会及び選手選考会を終了した。 
 
                                           以上     
 
                        

 


